
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 5 月 18 日（月）にヘルプオキ様による食料品寄贈式を執り行いまし

た。ヘルプオキ様は代表のネズビット・クリスさんの幼少時代の経験から得た

「生きるためには食べる物と住む家が必要であり、人と人が支え合っていかな

ければばらない」という考えのもと、その考えに賛同するボランティアの協力

を得て、生活で困難な状況に直面している人々を支える活動を行っています。

今回はフードドライブで集まった 250 ㎏の食料品を寄贈していただきまし

た。 

年々、支援件数が増加している中、ヘルプオキ様からのご寄贈は糸満市社協の

食料支援活動を力強く後押しするものとなります。 温かいご支援に深く感謝申

し上げるとともに、いただいた食料品は必要とされる方々へお届けしてまいり

ます。 


